
上海科学技術館内1階の地殻探秘展示区に火山模型を2001年12月に納入しまし
た。

この展示物は一つの火山模型で構成されており、火山爆発と同時に、地面の揺
れ、熱と蒸気を感じながら流動岩石の演出を観ることが出来ます。

同科技館の入場者数は1ヶ月で約25万人で、最も人気のある展示品の一つとなっ
てます。日本から展示品は弊社のみです。

住所：上海市浦東新区世紀大道2000号　地下鉄2号線上海科技館駅下車直ぐ。

全天周映像システム　【中国科学技術館】1995年

全天周映像システムを納入しました。　以後毎年大型映像
フィルムを納入しており、沢山のお客様に喜ばれておりま
す。

今まで納入した大型映像フィルムは、Great Sharks、Africa:
The Serengeti、Living sea、Speed、To Fly The Dream Is
Alive、Niagara、Alaska、Everest、Mystery of Egypt、Maya、
Extreme、Coral Reef Adventure　等。

住所：北京市北三環中路１号中心部からは少し離れてま
す。

その他

合肥市科技館へ2006年映画フィルム”Sky Dance”を納めました。

プラネタリウム及び全天周映像システム　【河北省科学技術館】2005年

中国初の本格的プラネタリウムと全天周映画を連動させた“宇宙劇場”を納入し、2005年3月全館オープンしました。

天文ファンには大好評を博しています。又、中国各地の科技館から視察が相次いでいます。

住所：石家庄市裕華東路西大街73号　北京の南西280ｋｍ、石家庄市にあります。

火山模型　【上海科学技術館】2001年

中国北京オリンピック村の跡地に建設された中国科学技術館、新館に(株)五藤光学研究所の宇宙劇場用プラネタリウ
ム及び周辺設備が完成し、2010年2月2日に開館しました。

本宇宙劇場は世界最高峰の光学式プラネタリウム“スーパーヘリオス”　+　“バーチャリウムⅡ”（デジタル映像）を完全
なハイブリット化を実現することにより、プラネタリウムの美しい星空をデジタル映像を融合させ、様々な機能が一つの
操作卓、一つのプログラムで操作、表現できるシステムです。

中国科学技術館

プラネタリウム及び周辺設備　【中国科学技術館（新館）】2010年

（株）五藤光学研究所は光学式プラネタリウム+大型映像（IMAXが受注）+デジタル
が三位一体となった最新システムを実現しました。この三位一体システムは未だ世
界に納入実績がなく、世界初の画期的システムです。プラネタリウムのドーム直径
は３０ｍ、収容人員は500人以上。共に世界最大級です。
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